
１ 次期 食と農業農村振興計画における「食」の考え方（案） 

■「食」は、「農業」・「農村」を振興する上での基盤として位置付け。 

■「食」は、全ての部分に関連するものであり、柱として特出するのではなく、「農業」「農村」それぞれに関わるものとして整理。 
       

① 「農業者等（生産・流通）」と「食」との結びつき（農業者の行動） 
          ・食料の安定供給、消費者のニーズ（量・品質・品種・安全・環境・流通等）の把握と供給、多様な流通への取組による結び付き強化 

・地域の産業としての結び付き（６次産業化・農商工連携） 
 
       ② 「農村住民（農村生活）」と「食」との結びつき（農業者・消費者が共同した行動） 

・子どもたちの健康維持、様々な体験による食の知識向上など、消費者自らの食生活上の課題解決による結び付き 
・地域内の行事・産業活動（直売所等）への参加等の地域活動による結び付き 

 
 
２ 次期振興計画における「食」の位置付け 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点２ 皆が暮らしたい農村 
  

農村景観や自然環境の維持、地元で採れた新鮮な農産物の購入、農村文化の伝承や農村資源
を活用したビジネスへの取組などを皆が役割を持って支える長野県 

視点１ 夢に挑戦する農業 
 

意欲ある若者の就農への挑戦、農業者の経営拡大への挑戦、新しい品種・品目への挑戦、６
次産業化への挑戦など、農業経営者が夢を持って経営の確立に取り組める長野県 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 夢ある農業を実践する経営体の育成 
・新規就農者の育成、企業的経営体育成、組織経営体育成、他産業

等からの農業参入 
 

 

 

○ 信州ブランドの確立とマーケットの創出 
   

  ・信州農畜産物ブランドの確立 
・ マーケット需要の把握による戦略的な販路拡大 
・ ６次産業化による経営力の強化（輸出促進） 

 

○ 自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 
 
・消費者や流通の変化を的確に捉えた農畜産物の生
産振興 

・自然の力を活かした環境農業の推進 
・農畜産物の安全性確保 （基盤整備、技術開発） 

○ 美しい農村の維持・活用 
・多面的機能の維持、環境保全、再生可能エネルギーの活用、防災

対策  等 

 

○ 農村コミュニティの維持・構築 
 

・農村コミュニティ力の強化 
・コミュニティ機能強化の促進 

○ 地産地消と食に対する理解・活動の促進 
 
・地産地消の推進による信州農畜産物への共感 
・食育の推進による豊かな人間形成と健康長寿 

「食文化の形成と伝承」、「地産地消」、 

「食育」 

「食料の生産と安定供給」、「食の安全」、 

「食品産業との連携」 

「食と消費者」 
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